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【沖縄県】学校におけるがん教育の取組

１ がん教育の目標

(１)がんについて正しく理解することができるようにする。

がんが身近な病気であることや、がんの予防、早期発見・検診等について関心

をもち、正しい知識を身に付け、適切に対処できる実践力を育成する。また、が

んを通じて様々な病気についても理解を深め、健康の保持増進に資する。

(２)健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする。

がんについて学ぶことや、がんと向き合う人々と触れ合うことを通じて、自他

の健康と命の大切さに気付き、自己の在り方や生き方を考え、共に生きる社会づ

くりを目指す態度を育成する。

２ 学習指導要領及び学習指導要領解説におけるがん教育について

(１)小学校：第６学年 教科：体育(保健領域)

【新学習指導要領(R２より全面実施) 】

（３）病気の予防 (エ)喫煙、飲酒、薬物乱用と健康

ア ～（中略）また，喫煙を長い間続けるとがんや心臓病などの病気にか

かりやすくすなるなどの影響があることについても触れるようにする

(２)中学校：第２学年 教科：保健体育(保健分野)

【新学習指導要領(R３より全面実施) 】

（１）健康な生活と疾病の予防

ウ 生活習慣病などの予防

イ がんの予防

がんは，異常な制帽であるがん細胞が増殖する疾病であり、(中略)

また，がんの予防には，生活習慣の予防と同様に，適切な生活習慣

を身につけさせることが有効であることを理解できるようにする。

(３)高等学校 教科：保健体育(科目保健)

【新学習指導要領(R４より全面実施) 】

（１）現代社会と健康

（ア) 国民の健康課題

ア 国民の健康課題について，(～中略～)，がん，生活習慣病、感染

症、精神疾患及び少子高齢化における健康課題等(～中略～)

（ウ）生活習慣病などの予防と回復

がん，脳血管疾患，虚血性心疾患、高血圧症、糖尿病などを適宜取

り上げ，(～中略～)その際，がんについては，肺がん、大腸がん，胃

がん，など様々な種類があり，(～中略～)がんの回復においては，手
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術療法，化学療法(抗がん剤など)，放射線療法などの治療法があるこ

と，(～中略～)適時触れるようにする｡

また, (～中略～)がん検診の普及,正しい情報などの社会的対策が
必要であることを理解できるようにする。

３ 令和３年文部科学省委託事業がん教育総合支援事業より

【今後の課題及びその取組の方向性】

（１）カリキュラム・マネジメントによるがん教育の推進

がん教育の目標を達成するためには、がんに対する正しい知識を保健体育の保健

学習で身に付けさせ関連教科、特活等を通じて健康と命の大切さやがん患者への正

しい理解についての学習を実践していくことが重要である。

体育科・保健体育の学習を中核に他の教科と連携した指導（カリキュラム・マネ

ジメントの視点）が、引き続きの課題となる。

（２）外部講師の活用について

ア 外部講師養成プログラム策定委員会が策定した、プログラムにより外部講師養

成研修会を県教育委員会が主体となり実施した。次年度からの外部講師養成研修

会は外部団体が引き継ぎ実施する方向で調整中である。外部団体、県教育委員会、

県保健医療部、県医師会等関連団体が協力・連携し、実施方法や外部講師の授業

後のフォローアップ体制を構築していく事が課題である。

イ がん教育の外部講師の引き受け手が少なく、継続した養成が必要であるが、財

源の確保が難しく、次年度においても県独自の財源を確保できていない。今後の

課題である。

（３）研修会等の充実と普及・推進

ア がん教育実施状況調査が令和３年度は実施されたことから、調査結果等を活用

したがん教育研修の充実が課題である。

イ コロナ禍のためモデル校において参加者を限定した検証授業を実施した。その

ため、広く教材等を周知することができなかった。今後、管理職研修会や教諭向

け研修会等において、教材の活用について周知し、がん教育を推進していくこと

が課題である。

４ 今年度の取組

(１)管理職等向け周知

県立高校校長会、県立高校教頭会、小中校長会、指導主事研修会における周知

(２)保健教育担当者向け研修会の実施

県総合教育センターとの連携による研修会の開催予定

①夏期短期研修

ア 小学校体育講座 ８月22日(月)

イ 中・高体育講座 ８月24日(水)

②経年研修

ウ 県立高等学校初任者研修・中堅研修 ７月２８日(水)



エ 県立高等学校２年研修・５年研修 ８月１９日(木)

(３) 令和３年度作成指導教材の県立総合教育センター HPへの掲載及び周知
【掲載データ】（令和４年４月）

① R3小学校モデル校指導案 ② R3小学校モデル校スライド
③ R3小学校モデル校ワークシート ④ R3中学校モデル校指導案
⑤ R3中学校モデル校パワーポイント ⑥ R3中学校モデル校ワークシート
⑦ R3 高等学校モデル校指導案 ⑧ R3 高等学校モデル校パワーポイント
② R3高等学校モデル校ワークシート
⑩学校におけるがん教育外部講師連携シート

(４) がん教育外部講師養成研修

【関係者へ依頼文書発出】（令和４年３月）

①がん教育外部講師養成プログラム内容について

県教育委員会が令和２ ・３ 年度策定したプログラム内容を参考に組み立

てる。

②他関係団体との連携

一般社団法人全国がん患者団体連合会やがん教育に先進的に取り組んでい

る関係団体等と連携頂し、研修会を開催する。

③沖縄県教育庁保健体育課との連携

養成プログラム内容や開催方法、時期等について沖縄県教育庁保健体育課

と連携する。

④養成研修会に係る費用等について

沖縄県教育庁の経費負担は「無し」とする。

⑤養成研修期間

令和４ 年度から当面の期間

５ 実施内容

【教材普及・啓発】

（１）研 修 会 名：令和４年度 がん教育教材作成研修会

（２）趣 旨：文部科学省及び県推奨がん教育教材を参考とした教材の作成

（３）内 容：１ 開会 ２ 日程説明 ３ 講師・実践報告者紹介

４ 講義：学校におけるがん教育について

講師：奥間 あさみ、前城 優子

５ 実践報告 報告者：(小)平良 理奈(中)後島 明子、笠原 健市

(高)本村 優、友寄 雅人

６ PP教材作成・教材の共有 ７ アンケート記入

（４）期日・場所：

第１回：令和４年７月28日(木)10：00～ 12：00 県立総合教育センター

第２回：令和４年８月19日(金)10：00～ 12：00 県立総合教育センター

第３回：令和４年８月22日(月)14：30～ 16：30 県立総合教育センター



第４回：令和４年８月24日(水)14：30～ 16：30 県立総合教育センター

（５）参 加 者：

第１回：県立学校保健体育科教諭初任者・中堅教諭等 (９名)

第２回：県立学校保健体育科教諭２年目・５年目教諭等 (４名)

第３回：夏季短期研修（小学校教諭） (10名)

第４回：夏季短期研修（中高保健体育教諭） (６名)

計 29名

（６）研修評価・課題（アンケート等より）

① 講義について「がん教育の必要性や資料がどこにあるか教材のことについて知

れて本当によかった。」「これまで詳しく扱ってこなかった単元だけど、時代に

合わせてしっかり生徒に伝えていくべき項目だと感じた。」等の感想があった。

講義内容について「大変良い・とてもわかりやすかった」との評価が 90％。
② 実践報告について「実践発表を聞き、感動しました。次年度、是非、活用したい。」

「生徒や学校の実態に合わせてどう授業を組み立てて行くのかというのが何より

もまず大事であると改めて感じた（生徒理解）。」「実践発表の例はとても参考に

なりました。養護教諭と連携しながら授業を作っていけるとよいのかなと感じ

た。」実践報告について「大変良い・とてもわかりやすかった」との評価が 90％。
③ 教材作成について「積極的に教材作りに取り組んでいる本県の教育機関、その教

材はとても素晴らしいもので、ぜひ活用したい。」「文科省や教育センターから

の資料も使用されており信憑性もあって心強く感じた。」等がん教育への意欲に

繋がる内容であったと捉える事ができる。

④ 大人数を対象とした講義のみの研修では、実際の教材に触れてみることが難しい。

今回、県総合教育センターと協力し、一人１台端末を用い、実際にPP教材を作成

することができ、推奨教材の普及・啓発に繋がった

⑤ 次年度も教育センターと連携し研修会を実施する予定であるが、小学校の研修内

容については検討する必要がある。小学校学習指導要領解説においてはがんにつ

いて「触れるようにする」とあることから、他の単元との研修バランスを含め、

調整が必要である。

【外部講師養成研修】

（１）研修会名：令和４年度がん教育外部講師のためのオンライン研修会 in Okinawa
共催：琉球大学医学部保健学科 成人・がん看護学

沖縄がん教育サポートセンター

協力：沖縄県教育庁保健体育課、NPO法人がんサポートかごしま
（２）趣 旨：

国はがん対策基本推進計画において、がん教育を効果的なものとするため、医

師やがん患者・経験者等の外部講師を活用することを推進している。

令和３年度がん教育実施状況調査において、外部講師を活用したがん教育の実

施率は全国平均も 8.9 ％と低いが、沖縄県はさらに低く 2.9 ％であり本県におい
て外部講師の養成が急務となっている。



そこで、本研修会を教育委員会としてサポートし、学校で活用できる「が

ん教育外部講師」を養成することとした。

（３）内 容 (作成：琉球大学医学部保健学科成人・がん看護学分野 教授 照屋典子)



（４）期日・場所：ZOOMを活用したオンライン研修



（５）参 加 者：

【申込み人数】(16)名がん患者・経験者(11)名、医療従事者(3)名、患者家族(2)名

【1日目】出席者（12）名、(欠席者)(4) 名：(理由)仕事、不明

【2日目】出席者（13）名、(欠席者)(3) 名：(理由)仕事、不明

【サポートスタッフ】

一般社団法人全国がん患者会連合会 理事長：天野 慎介

愛媛がんサポートオレンジの会 理事長：松本 陽子

N P O 法人がんサポートかごしま 理事長：三好 綾・野田真記子

琉球大学病院がんセンター長：増田昌人(開会のあいさつ)

（６）研修評価・課題（アンケート等より）

① 令和２・３年度は「がん教育総合支援事業」の一環として実施してきた本研修を

今年度から外部へ移管（保健体育課は協力団体）し、外部団体と連携し研修体制

の構築に向けて取り組んだ。今後も継続したがん教育外部講師養成の取り組みと

して、大変貴重な一歩を踏み出すことができた。

② 昨年まで実施してきたプログラムの内容を踏襲し、全国からがん専門の医療者や

大学教授、がん教育の外部講師として経験豊富な方を講師として招聘でき、質の

高い研修が開催できた。

③ 受講者アンケート（11名回答）
研修会全体の評価 avg.(4.9点／５満点)、 ZOOM研修方式 avg.(4.7点／５満点)、
外部講師への意欲 avg.(4.6点／５満点)、 外部講師の登録の承諾(８人／ 11人)、
がん教育サポートセンターへの登録(10人／ 11人)

④ 「学校のがん教育の内容や、外部講師の必要性、伝えるためのわかりやすい伝え

方について学べた。」「改めて講義を受けることでブラッシュアップできたよう

に思います。」「「聞き手を意識した話し言葉」の大切さ、難しさを感じています。

若尾先生のお話しと引用されていた資料等を更に勉強したいと思います。」等、

受講者が前向きに研修を受講している様子がうかがえ又、外部講師への登録につ

いても積極的な回答が得られた。

⑤ 昨年度本研修会を受講した有志が中心となり、本県のがん対策（がん教育）に貢

献できる団体である(代表：徳元亮太)が設立された。本研修会は令和５年度から

は、「沖縄がん教育サポートセンター」が主団体となり開催予定である。活動の

ための資金面(講師の謝金・旅費・運営費等)の確保が大きな課題である。

【外部講師を活用したがん教育】

（１）那覇市立小学校６年生（保健領域：病気の予防）

①令和５年９月27日（火）：（担任教諭・養護教諭）がんを正しく理解する

②令和５年９月 30日(日)：（痰飲教諭・外部講師）がん経験者の共感的理解

（２）授業計画

次頁参照





（２）那覇市立中学校（保健分野：健康な生活と病気の予防 がんとその予防）

①令和５年 11月 22日（火）（保健体育科教諭）
がんの疾病の概念や予防などや適切な生活習慣を身に付けることが有効であ

ることについて理解できるようにする

②令和５年 12月２日（金）（保健体育科教諭・外部講師２名）
外部講師の話をとおして「がん」のリスクの軽減方法や克服をしていくための

方法を考えられるようにする。

※外部講師：沖縄がん教育サポートセンターより２名（がん経験者）派遣

（３）県立定時制高等学校（特別活動：キャリア教育）

①令和５年12月９日（金）２校時：がんの正しい知識（専門医）

①令和５年12月９日（金）３浩司：がん経験者の共感的理解（がん経験者）

※外部講師：沖縄がん教育サポートセンターより２名（専門医・がん経験者）派遣



【（市民団体）沖縄がん教育サポートセンター】

設 立 日：令和４年 10月 26日
代 表：徳元 亮太

登録者数：15名

【資料提供：沖縄がん教育サポートセンター】




